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摂取院のイブキ
せっしゅいんのいぶき

樹高が15ｍほどもある半田市では珍しいヒ
ノキ科の大木である。かつて伊勢湾台風な
どの被害で下枝などが折れたために幹から
枝を切り落とした跡が残っているが、現在は
樹勢を取り戻している。

3

大獅子小獅子の舞
おおじしこじしのまい

起源は江戸時代の中頃とされ、成岩神社の
祭礼時に神楽奉納の後、境内の舞台で奉納
される。大獅子の舞はおおらかな舞で、白鶏
の冠をつけた「ささらすりの童子」とともに舞
い、小獅子の舞は軽快な舞で、天に昇らんと
する龍の姿を演じて舞う。

4

板山獅子舞
いたやまししまい

天保6年（1835年）頃に現在の江南市から
知多半島に伝わったと言われている。男性
が黒紋付き、紺股引き、白足袋の姿で左手
にヌサ、右手に鈴を持ち、女形の所作で演じ
るところが大きな特徴で、『一人立ちの嫁獅
子』とも言われている。

5

亀崎潮干祭の山車行事
かめざきしおひまつり

毎年5月3日、4日に行われる神前神社（かみさきじんじゃ）の祭礼で、神
武天皇の上陸伝説にちな
み、山車を潮が干いた浜へ
曳き下ろしたことが名前の
由来になっている。祭礼は、
江戸時代からの強固な結束
力で運営される5つの組に
よって守り伝えられている。
平成28年には、ユネスコ無
形文化遺産にも登録された。

明治44年（1911年）に第10代中埜半六が建てた洋風の別荘。複雑な
壁面と急勾配の屋根をうまく組み合わせ、変化に富んだ外観を造りあ
げている。日本におけるハー
フティンバースタイルの住
宅の遺例として重要であり、
建てられた当時のありのま
まの姿をよく残している。設
計は、当時東海地方で活躍
した建築家の鈴木禎次によ
るもので、設計図や棟札も保
存されている。

1 亀崎潮干祭の山車（5輌）
かめざきしおひまつり

5輌の山車はそれぞれに芸
術的で精緻な彫刻、豪華な
刺繍幕などで飾られ、祭礼時
には、からくり人形の技芸も
奉納される。祭礼の中で、勇
壮な山車の海浜曳き下ろし
は、最大の見どころとして有
名である。

1

大高山古窯
おおだかやまこよう

鎌倉時代前期から中期にかけて築かれた
窖窯で、7基の窯体からなる古窯群である。
出土品はおもに山茶碗と小皿であるが、唐
草文軒平瓦が近くで発見されている。3基
の窯体は焚き口から焼成室上半部まで残
存しており、現在は覆屋で保護されている。

2
旧中埜家住宅
きゅうなかのけじゅうたく

2 附　棟札1枚 設計図2幅（配置図、1・2階平面図）

木造阿弥陀如来立像
もくぞうあみだにょらいりゅうぞう

像高79cm、寄木造りで、手は来迎印を
結び、左足をやや前に出して、一切の衆
生を救うために一歩踏み出そうとする姿
を表している。頭部内の墨書から、弘長3
年（1263年）、法橋円覚の作であること
が判明しており、鎌倉時代の仏像の典型
例と言われている。

3

半田の酢醸造用具
はんだのすじょうぞうようぐ

中埜酢店（現ミツカンホール
ディングス）から半田市に寄
贈された酢の醸造用具で、
日本の酢づくりの技術や製
酢業の歴史を考える上で重
要な資料とされている。博物
館の展示室では粕酢の醸造
に使用された実物を工程ご
とに見学することができる。

4

亀崎渡船場跡 附 常夜燈1基
かめざきとせんばあと

亀崎は古くから良港として開け、知多半島から三河（田
戸・高浜・大浜）へ渡るのにこの渡船が利用された。衣
浦大橋が開通するとその役割を終えて姿を消し、今は
番所の脇にあった燈明台と称した文化5年（1808年）
在銘の高さ4ｍの常夜燈１基が残っている。

血誓の阿弥陀如来絵像
けっせいのあみだにょらいえぞう

2

1

向山神楽獅子の神事
むかいやまかぐらじしのしんじ

名古屋城を築くときに、道中の無事を願って築石を
運んだ台車の露払いをしたのが、向山獅子と伝えら
れている。幾多の変遷を経て、現在は向山の市杵嶋
神社の祭礼神事などで、獅子舞が行われている。

6

乙川八幡社本殿
おっかわはちまんしゃほんでん

7

乙川八幡社社地絵図面
おっかわはちまんしゃしゃじえずめん

文政3年（1820年）当時の乙川村内全神祠の社地測量
図である。和紙（43．5cm×31cm）を32枚つないだも
のに、社地社殿の彩色姿図と説明書きが記されている。
寺社奉行所に提出したものの「控え」と考えられている。

8

乙川八幡社絵馬群
 おっかわはちまんしゃえまぐん

絵馬はもともと生馬を祈雨、祈晴、祭祀に供
献したことに始まるとされているが、馬の絵
に限らず、信仰を目的として神仏に供され
る絵や図の類も絵馬と呼ばれる。八幡社（乙川殿町）に伝わる絵馬9面
は、豊作、雨乞い、禁断等諸祈願のためのものである。

八幡社は、古くは入水上神社とも呼ばれた由緒
ある神社で、現在の本殿は、文政9年（1826年）
に建立された。彫刻は、名古屋周辺の社寺や山
車彫刻も手掛け、『彫長』の名で知られる名人、
六代早瀬長兵衛吉政によるもので、特に蝦虹梁に見られる「上り龍・下
り龍」は傑作で、この本殿彫刻は長兵衛の代表作の一つとされている。

9

乙川八幡社祭礼絵図
おっかわはちまんしゃさいれいえず

宝暦5年（1755年）7月に尾張
藩が行った村々の寺社神事
祭礼の調査に応じて、八幡宮
神主榊原若狭により作成され
た絵図で、村方の控えとして
残されたものである。山車の先頭を行く獅子舞や神輿を始め、当時の乙
川地区の祭礼行事の様子を確認することができる貴重な資料である。

10

 秋葉社本殿
あきばしゃほんでん

天保12年（1841年）に諏訪の名工、2代立川和四郎
冨昌によって造立された。小型の本殿ながら、総ヒノ
キ造りで、木鼻・組物など極めて精緻な細工や彫刻
が施されている。拝殿の最奥部に安置されている。

3

平地神明社の算額
ひらちしんめいしゃのさんがく

算額とは、江戸時代に発達した算術（和算）
の絵馬で、社寺に奉納する日本独自の文化
である。この算額は、明治16年（1883年）
に平地の竹内善七が奉納したもので、縦39.5cm、横70.5cmの杉板に自
問自答形式の幾何学に関する問題を図とともに説明したものである。

元亀元年（1570年）から天正8年
（1580年）まで、織田信長による大
坂本願寺攻めに抵抗する誓いの
ため、署名血判を阿弥陀如来絵像
の裏面などに押したものである。こ
の絵像は滋賀県長浜のものであると考えられ、浄顕寺の四世である林
正が本願寺に尽くした結果、与えられたと伝えられている。

4

向山神楽獅子の館 附 大福帳型1冊
むかいやまかぐらじしのやかた

神の依代である獅子頭を安置して運ぶ館（屋形）で、
明和4年（1767年）に制作されたものである。向山は、
かつては乙川祭礼において獅子舞を司り、宝暦5年
（1755年）の10乙川八幡社祭礼絵図の先頭を行く獅
子が、向山獅子であるとされている。

5

附 彫刻群1点　棟札14枚 書上帳下書1冊

乙川祭礼行事
おっかわさいれいぎょうじ

毎年3月下旬の土・日曜日に行われる八幡社の
祭礼で、4輌の山車を中心に、様々な行事が繰り
広げられる。祭礼の古い由緒来歴を知ることができる記録が残されており、江
戸時代中期の絵画資料により、視覚的にも当時の状況を知ることができる。

11

半田ハリストス正教会「聖イオアン・ダマスキン聖堂」
はんだはりすとすせいきょうかい　せいいおあんだますきんせいどう

大正2年（1913年）に成聖された、民家に
近い礼拝施設の形式を保持した木造平屋
建の聖堂建築である。天井は東西南北に
緩やかに湾曲し、主屋全体でドーム天井を
表現している。ハリストス正教会の聖堂は
全国的に数が少なく、知多半島の歴史や
宗教史を知る上で重要である。

12

半田ハリストス正教会の聖障 （イコノスタス）
はんだはりすとすせいきょうかいのせいしょう

聖障（イコノスタス）とは、教会奥の至聖所と一
般信者席を仕切る壁のことで、イコンと呼ばれ
る聖像が飾られている。中央に王門、左に北
門、右に南門をそなえる聖障の一般的な構成
で、大小27枚のイコンが配置されている。

『ごんぎつね』や『手袋を買いに』で全国に名
を知られる半田市出身の童話作家、新美南
吉の生母の実家である。８歳の時に南吉は
新美家の養子となり、短期間であるがここで過ごした。主屋は田の字型
に仕切られた部屋で構成される『四つ住まい』で、外観には今では珍しい
茅葺き（かやぶき）の屋根を残している。

オスの一株で、根際に盛土を施し、約20本の幹が直
立している。最高樹高は6ｍ、幹囲2ｍ、株の直径5．2
ｍである。常福院は、岩滑中山氏の菩提寺として永禄
年間（1558年～1570年）に開山され、この時にソテツが寄進されたと
伝えられている。

13

常福院のソテツ
じょうふくいんのそてつ

14

上半田地区の祭礼は「ちんとろ祭」と呼ばれ、
2輌の山車の町内曳きと住吉神社境内の宮
池に浮かべる2艘の「ちんとろ舟」を中心に
様々な行事が行われる。その舟上で子供三番
叟の舞が奉納される。宵宮には、舟の中心に12か月を表わす12個の提
灯とその周りに1年365日を表わす365個の提灯が半球形に飾られる。

旧新美家住宅 （新美南吉養家）
きゅうにいみけじゅうたく（にいみなんきちようか）

15

中村組神輿 附　神輿取建講中帳1冊
なかむらぐみみこし

業葉神社の神輿で、毎年、下半田地区の祭礼では4
輌の山車の先頭を司る。この神輿には、古来から縁
起がよい動物とされている鳳凰、龍、麒麟、亀の「四
瑞（しずい）」が付けられ、屋根は漆塗りで金箔が施されている。古文書（神
輿取建講中帳）からは文化13年（1816年）に建造されたことがわかる。

21

一切経蔵、八角輪蔵
いっさいきょうぞう、はっかくりんぞう

26

九字名号
くじみょうごう

この名号は、「南旡不可思議光如来」の紙本墨
書九字名号で本願寺8代蓮如上人筆とされて
いる。六字名号が草書体であるのに対して九
字名号は行書体で書かれる場合が多いのが
特徴である。

31

木造薬師如来座像
もくぞうやくしにょらいざぞう

像高59cm、体部は背刳り（せぐり）があり、衣文線
（えもんせん）は浅く全体的に彫り直しの痕がみら
れる。顔面はやや面長で落ち着いた感があり、螺髪
（らほつ）の刻みが大きいなどの特徴から、藤原後
期の作であると考えられている。

35

業葉神社の古面
なりはじんじゃのこめん

古面は業葉神社に神宝として伝わるものであり、材質
はクスノキで、大きくゆがむその面相は芸能化される
前の神事面の様相を呈している。およそ室町時代に信
仰の対象として制作されたと考えられている。

22

絹本着色方便法身尊像
けんぽんちゃくしょくほうべんほっしんそんぞう

方便法身尊像は真宗特有の阿弥陀如来像である。本
像は永正6年（1509年）に本願寺9代実如上人から下
付されたものであることが裏書よりわかる。

27

御文
おふみ

32

十一面観世音菩薩立像
じゅういちめんかんぜおんぼさつりゅうぞう

像高124cm、一木造りで背面に内刳りがあり、両手
首、左右の綬帯（じゅたい）、宝冠と持物、台座は後
でつけたものである。全体的に保存が良く、ふくよ
かな感じが藤原期（平安時代中後期）の特徴をよ
く表している。

37

下半田祭礼行事
しもはんださいれいぎょうじ

23

木造聖徳太子立像 （南無仏二歳像）
もくぞうしょうとくたいしりゅうぞう（なむぶつにさいぞう）

本像は、聖徳太子が二歳の時に、はじめて口を開い
て南無仏と唱えた姿を表したもので、玉眼嵌入(ぎょく
がんかんにゅう）の寄木造りの彩色像である。兵庫善
福寺の仏師湛幸作像と酷似し、太子信仰が盛り上が
りをみせた鎌倉時代の作とされる。

28

黄檗鉄眼版一切経
おうばくてつげんばんいっさいきょう

33

多聞天立像
たもんてんりゅうぞう

像高104．5cm、一木造りで、左右の肩から先と、腰から
下る左右の綬帯、両足先、金具は後で付けたものである。
体が細づくりで腰が低く、裾が重い感じを示しており、藤
原期後期（平安時代後期）の特徴をよく表している。

38津島社のムクノキ
つしましゃのむくのき

ニレ科の大木であり、目通りの幹囲りは385cm、
根廻り450cm、樹高は12．5ｍ。津島天王講によっ
て定期的に剪定するなど大切に保存されている。

一切経を収納する経蔵は、内部の
八角輪蔵の心柱墨書銘から、文久
2年（1862年）に雲観寺11代の恵
秀によって建立されたことがわか
る。大工棟梁は地元半田の留蔵藤
原只義である。8面6段の書架は、
心柱で回転する輪蔵形式の構造
となっている。

19

萬三の白モッコウバラ
まんさんのしろもっこうばら

24

懸盤
かけばん

懸盤は仏像などへの供物台のことをいう。こ
の懸盤は木製朱漆塗で中世までさかのぼる
貴重なものとされている。天板の裏面朱銘よ
り、28聖徳太子立像（南無仏二歳像）の尊前
に置かれた供物台と考えられている。

29

白山神社のクロマツ
はくさんじんじゃのくろまつ

白山神社の「御神木」として崇敬されているクロマ
ツの大木である。大きさは、目通り幹囲295cm、樹
高16ｍ、根囲360cm、枝ばり東西12ｍ、南北13ｍ
に及び、樹齢は300年を越すと考えられている。

34

地蔵菩薩立像
じぞうぼさつりゅうぞう

像高86cm、桧材の一木造りで、鳳出観音教会本尊厨子
に38多聞天立像とともに祀られている。保存状態も良好
であり、木造の地蔵菩薩は当地方でも珍しいものであ
る。

39
聖観世音菩薩立像
しょうかんぜおんぼさつりゅうぞう

像高107cm、松材の内刳り（うちぐり）のない一木造りであり、両手
に補修がされているが、保存状態は良く、藤原期の特色を備えた地
方仏の典型とされている。台座や持物は後から付けたものである。

20

雲観寺鐘楼
うんかんじしょうろう

豪快堅固な石製の基壇に建つ入母屋造り本瓦葺4本
柱の鐘楼である。残されている2枚の棟札からは、安永
2年（1773年）に建立され、文政8年（1825年）と嘉永
元年（1848年）に造作修理が行われたことがわかる。

25

六字名号
ろくじみょうごう

仏教で唱える仏や菩薩の称号を名号という。紙本墨書で、
阿弥陀仏に帰命するという意をあらわした「南無阿弥陀
仏」の6文字が書かれている。雲観寺には本願寺歴代上人
の筆になる名号軸が大小合せて10幅近くあり、この名号は
本願寺8代蓮如上人筆とされる、室町時代のものである。

30
銭太鼓踊り
ぜにだいこおどり

揃いの衣装をまとった大勢の踊り人が手太
鼓を持ち、大太鼓・小太鼓・横笛の伴奏に合
わせて踊りながら道路をねり歩く祝儀踊りで
ある。手太鼓には、側面三ヵ所に穴あきの古
銭がついている。記録によると、大正4年
（1915年）の大正天皇ご即位の折には、北
は亀崎から南は武豊まで一列になって踊り
ぬいたとされる。

御文とは蓮如上人が諸国門徒に与
えた手紙で、浄土真宗の教義がわ
かりやすく説かれている。この御文
は3通一巻で、奥書に「実如（花
押）」証判があり、27絹本着色方便法身尊像と同じ頃に本願寺9代実如
上人から下付されたものであると考えられている。

36

薬師如来座像
やくしにょらいざぞう

像高85cmで彫眼、わずかに漆箔が残っている。頭の形
や表情の円満さ、衣文線と呼ばれる着物の波のような筋
が少なくて浅いなど、平安時代の仏像の特徴を良く表し
ている。なお、台座・薬壺は後補である。

40

聖観世音菩薩立像
しょうかんぜおんぼさつりゅうぞう

像高147cm、一木造りで背刳りがあり、台座は後で付け
られたものである。左脚に体重をかけ、右足をわずかに
遊ばせている姿と、腰から脚にかけての浅い衣文線は、
ともに藤原期後期（平安時代後期）の特徴を表している。

41

大日如来座像
だいにちにょらいざぞう

像高137cm、胴部は一木造りで背刳り、膝部が矧ぎ
つけてある。左右とも肘から先は後補で、光背と台座
は失われている。本尊の40薬師如来座像より少し古
く、藤原期後期（平安時代後期）の作と言われている。

42

乙川文書
おっかわもんじょ

43

西成岩文書
にしならわもんじょ

44

半田山車まつり市内９地区の山車（26輌）
はんだだしまつりしない９ちくのだし

45

三筋壺
さんきんこ

昭和43年（1968年）、鎌倉時代初期の古窯であ
る長成池第１号窯（新野町）の学術調査中に、2
個並んで出土した。高さ25cmで、胴部に3本の
筋が入っている。全体に茶褐色で、口縁部から
肩にかけて淡緑色の自然釉がかかり、地肌との
間に美しいコントラストをつくっている。

46

陶製水甁
とうせいすいびょう

昭和30年（1955年）、椎ノ木町から開墾の際に
発見された。高さ27cm、口径7cm、胴径15cm
で、素地は灰色を帯びた荒い土で全面暗褐色
にこげている。頸部と肩のつながりに段のある
点に特色があり、これは、正倉院の三彩壺や国
宝秋草文壼など奈良、平安時代に見る特別な様
式である。

47

巴文大甕
ともえもんおおがめ

昭和21年（1946年）まで市内の庭園に水甕として
伝世使用されていた。高さ61．5cm、口径40．5cm、
胴径61．5cm、底径17cmで、肩部には八個の尾長
巴紋がある。また、黒色に焼かれているため、炭素
を含ませる技法が使われていると考えられている。

48

板山万歳
いたやままんざい

門付万歳・三曲万歳・御殿万歳の３種
類の演目が行われている。立烏帽子・小
素襖を着用した太夫と大黒頭巾・小袖・
袴を着用した才蔵で演じられ、楽器も三
味線や胡弓を加えて華やかな舞台芸が
繰り広げられる。

49

大池古窯
おおいけこよう

平安時代末から鎌倉時代にかけて築かれた
窖窯で、8基の窯体と前庭部や灰原からなる
古窯群である。出土品は山茶碗・小皿をはじ
め、短頸壺・広口壺・甕・片口鉢・三筋壺など
多種にわたる。現在、窯体3基は半田運動公
園内の覆屋で保存されている。

毎年3月から5月にかけて市内各地区の神社を中心に、精緻な彫刻や
豪華な刺繍幕で飾られた山車（半田型）を曳き廻す祭礼が次々に行わ
れる。乙川、岩滑、岩滑新田、上半田、下半田、協和、成岩、西成岩、板山
の9地区26輌すべてが市の有形民俗文化財に指定されている。

50

半田赤レンガ建物 （旧カブトビール工場）
はんだあかれんがたてもの

明治31年（1898年）に、妻木頼黄の
設計によって建設された5階部分を
持つ高層の煉瓦造建造物で、本格的
なドイツビールの醸造が行われた。
ビール工場として安定した温度や湿
度を保つための複壁や、耐火床など
の構造が特徴である。現存する煉瓦
造建物が少なくなっている中で、全国でも最大級の規模を誇っている。

1

小栗家住宅
おぐりけじゅうたく

小栗家は、江戸時代以来、「萬三商店」
という屋号で、醸造業を営み、肥料・米
穀などを商ってきた、この地方屈指の
豪商である。全体で20を超える建造
物のうち、主屋（明治3年建築）、表門、
辰巳蔵、書院、茶室、渡り廊下、北座
敷、離れ（竹の間）の8棟については、質の高い状態で残され、国の登録
有形文化財となっている。

2

愛知県立半田商業高等学校正門門柱
あいちけんりつはんだしょうぎょうこうとうがっこうせいもんもんちゅう

（旧愛知県知多郡立高等女学校正門）

門柱（通称：赤門）は、大正10年（1921
年）に愛知県知多郡立高等女学校の正
門として建設されたものである。門柱は
脇柱を備え、小口煉瓦タイルに花崗岩
を帯状に3箇所組み合わせる意匠が特
徴で、柱の頭部に花崗岩の飾り石、頂部
には球形の照明を配置している。

3

ちんとろ祭の三番叟
ちんとろまつりのさんばそう

16

阿弥陀如来立像
あみだにょらいりゅうぞう

像高89cm、桧材の寄木造りで、来迎印を結ぶ
姿は地方における浄土教の広がりを示し、鎌
倉時代初期の作とされている。寛文8年（1668
年）第6世休玄法師が常滑大野の光明寺から
寺号（順正寺）とともに譲りうけたものである。

17

絵像阿弥陀如来（大品）裏書
えぞうあみだにょらい（だいぼん）うらがき

順正寺に伝わるこの絵像は、永正10年（1513年）
に本山の法主實如上人から道場創立者の宗閑法
師に下附されたものである。裏書には、『尾州智多
郡坂田郷』とあることから、上半田の地は16世紀ご
ろは坂田郷と呼ばれていたのではないかと推測さ
れている。

18

毎年4月の第3土・日曜日に行われる下半田・
業葉神社の例祭である。氏子から曳き出され
る4輌の山車と神輿を中心に、からくり人形・
お噺の奉芸や宵宮など様々な行事が行われ
る。時代の変遷に伴い多少の変更を繰り返しながらも、山車が神輿の警固
のため曳き回されるという基本的な形態は変わらずに受け継がれている。

江戸時代から明治期にかけて幕府と村との間
で往復された行政文書を「地方文書」という。
乙川文書は旧乙川村の「地方文書」で、年代は
慶長年間（1596～1615年）から明治初期（1868年頃）にかけてのものであ
る。内容は、検地帳、名寄帳、宗門改帳、免定、年貢受取、普請配符帳などよく
まとまっており、この地方の歴史研究を行う上で、貴重な資料である。

旧成岩村西成岩の「地方文書」で、内容は、
検地帳、名寄帳、宗門改帳、免定、年貢受取、
普請配符帳、地租改正関係などがある。43乙
川文書と同様、この地方の歴史研究を行う上で、貴重な資料である。

木版で印刷された2,104冊から
なる鉄眼禅師発願の一切経であ
る。発行元の京都黄檗山万福寺
宝蔵院や雲観寺に伝わる朱点簿からは、本一切経は雲観寺10代恵空
の求めにより、中埜半六が天保6年（1835年）から嘉永5年（1852年）
まで、4回に分けて施入したことがわかる。

中国原産のバラ科のつる性常緑低木で、樹
高は約４m、根元から２本に分岐した枝の幹
回りはそれぞれが約６０cmと太く、幹全体で
特徴的なハートの形を描いている。小栗家住宅の築造年から植栽は明
治初期頃と推定され、国内では最古・最大級のモッコウバラといえる。

附 棟札2枚

令和3年4月28日、マツ材線虫病による枯死のため指定解除しました

。


